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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の撮影装置の少なくとも一つにより撮影された一以上の画像から検索対象を設定す
る検索対象設定手段と、
　前記検索対象が撮影された時刻に基づいて、前記検索対象が撮影された時刻と対応する
時刻に撮影された検索非対象を設定する検索非対象設定手段と、
　前記検索対象および前記検索非対象の複数の物体属性に基づいて、前記検索対象の複数
の物体属性のそれぞれの、前記検索対象を識別する識別性能を評価する評価手段と、
　前記識別性能の評価結果に基づいて、前記複数の撮影装置により撮影された画像から前
記検索対象を検索する検索手段と
　を備えることを特徴とする画像検索装置。
【請求項２】
　前記検索対象設定手段は、ユーザによる指定に基づいて前記検索対象を設定することを
特徴とする請求項１に記載の画像検索装置。
【請求項３】
　前記識別性能の評価結果に基づいて、前記検索対象の複数の物体属性のそれぞれに対し
て重み係数を決定する決定手段をさらに備え、
　前記検索手段は、前記検索対象の複数の物体属性と、前記検索対象の複数の物体属性の
それぞれに対する重み係数とに基づいて、前記複数の撮影装置により撮影された画像から
前記検索対象を検索することを特徴とする請求項１または２に記載の画像検索装置。
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【請求項４】
　前記検索手段は、前記複数の撮影装置により撮影された画像から抽出された複数の物体
属性と前記検索対象の複数の物体属性との類似度と、前記検索対象の複数の物体属性のそ
れぞれに対する重み係数とに基づいて、前記複数の撮影装置により撮影された画像から前
記検索対象を検索することを特徴とする請求項３に記載の画像検索装置。
【請求項５】
　前記評価手段は、前記検索対象および前記検索非対象の物体属性の統計分布の分離度を
、前記識別性能として評価することを特徴とする請求項１乃至４の何れか１項に記載の画
像検索装置。
【請求項６】
　前記評価手段は、前記検索対象および前記検索非対象の物体属性の統計分布の分離度を
、前記識別性能として評価し、
　前記決定手段は、前記分離度が大きい物体属性ほど大きい重み係数を割り当てるように
決定することを特徴とする請求項３または４に記載の画像検索装置。
【請求項７】
　画像検索装置の制御方法であって、
　物体属性抽出手段が、複数の撮影装置の少なくとも一つにより撮影された一以上の画像
から検索対象を設定する検索対象設定工程と、
　検索非対象設定手段が、前記検索対象が撮影された時刻に基づいて、前記検索対象が撮
影された時刻と対応する時刻に撮影された検索非対象を設定する検索非対象設定工程と、
　評価手段が、前記検索対象および前記検索非対象の複数の物体属性に基づいて、前記検
索対象の複数の物体属性のそれぞれの、前記検索対象を識別する識別性能を評価する評価
工程と、
　検索手段が、前記識別性能の評価結果に基づいて、前記複数の撮影装置により撮影され
た画像から前記検索対象を検索する検索工程と
　を有することを特徴とする画像検索装置の制御方法。
【請求項８】
　決定手段が、前記識別性能の評価結果に基づいて、前記検索対象の複数の物体属性のそ
れぞれに対して重み係数を決定する決定工程をさらに備え、
　前記検索工程では、前記検索対象の複数の物体属性と、前記検索対象の複数の物体属性
のそれぞれに対する重み係数とに基づいて、前記複数の撮影装置により撮影された画像か
ら前記検索対象を検索することを特徴とする請求項７に記載の画像検索装置の制御方法。
【請求項９】
　前記評価工程では、前記検索対象および前記検索非対象の物体属性の統計分布の分離度
を、前記識別性能として評価することを特徴とする請求項７または８に記載の画像検索装
置の制御方法。
【請求項１０】
　コンピュータを請求項１乃至６の何れか１項に記載の画像検索装置の各手段として機能
実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像から特定の物体を検索する画像検索装置、画像検索装置の制御方法およ
びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、人物監視のために多くの監視カメラが導入されている。このような監視カメラの
業務を支援するシステムは数多く提案されているが、その中でも特定の人物を数多くの監
視カメラ映像の中から検索する機能は重要なアプリケーションの一つである。
【０００３】
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　特定の人物を大規模監視カメラシステムの映像から探したい場合、以下のようなシナリ
オが想定される。すなわち、検索対象の人物がどこに、何時頃いたかという情報によって
、監視カメラと時間を絞り込み、過去の映像の中から人物画像を検索する。さらに、現在
、検索対象の人物がどこにいるかを多くの監視カメラ映像から検索する。しかしながら、
現実的に多くの監視カメラ映像から迅速に人物画像を検索することは困難であり、検索に
時間を要すると検索対象の人物が移動してしまう。そこで、過去の映像から検索した人物
画像をクエリとして自動的に類似する人物を検索するアプリケーションが重要になってく
る。
【０００４】
　特許文献１では、顔特徴量と着衣特徴とを用いて検索対象画像と、録画画像中の人物と
の同一性を判定することにより、監視映像から人物を検索している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開2009-199322号公報
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】P.P´erez他. Color-Based Probabilistic Tracking. ECCV(2002).
【非特許文献２】Dalal and Triggs. Histograms of Oriented Gradients for Human Det
ection. CVPR(2005).
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１の方法では、人物の複数の属性の単純な類似度の和を用いて
総合的な類似度を判定しているため、検索対象の属性の分布が偏っていると効率のよい検
索ができないという課題がある。
【０００８】
　例えば、監視カメラ映像から赤い服を着た人物を検索しようとする場合、着衣の色特徴
を用いて人物を検索するのが一般的であるが、監視カメラに映っている人物の多くが赤い
服を着ていて偏りがあるような状況では検索精度が低下する。赤い服が従業員の制服であ
るショッピングセンターを監視エリアとした場合などが該当する。このような場合には着
衣の色特徴ではなく、顔特徴量の類似度に基づいて検索を行う方が効率的であるといえる
。
【０００９】
　上記の課題に鑑み、本発明は、検索対象の属性の偏りに依存することなく、効率的な検
索を行うことができる画像検索装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の目的を達成する本発明に係る画像検索装置は、
　複数の撮影装置の少なくとも一つにより撮影された一以上の画像から検索対象を設定す
る検索対象設定手段と、
　前記検索対象が撮影された時刻に基づいて、前記検索対象が撮影された時刻と対応する
時刻に撮影された検索非対象を設定する検索非対象設定手段と、
　前記検索対象および前記検索非対象の複数の物体属性に基づいて、前記検索対象の複数
の物体属性のそれぞれの、前記検索対象を識別する識別性能を評価する評価手段と、
　前記識別性能の評価結果に基づいて、前記複数の撮影装置により撮影された画像から前
記検索対象を検索する検索手段と
　を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
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　本発明によれば、検索対象の属性の偏りに依存することなく、効率的な検索を行うこと
が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の一実施形態に係る画像検索装置を含む監視システムの構成例を示す図。
【図２】本発明の一実施形態に係る画像検索装置のハードウェア構成を示す図。
【図３】本発明の一実施形態に係る画像検索装置の機能構成を示す図。
【図４】本発明の一実施形態に係る画像検索装置が実施する処理の手順を示すフローチャ
ート。
【図５】本発明の一実施形態に係る検索対象を設定する例を示す図。
【図６】本発明の一実施形態に係る検索対象および検索非対象のヒストグラムの例を示す
図。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、添付の図面を参照しながら、本発明の実施の形態について説明する。
【００１４】
　（第１実施形態）
　本実施形態に係る画像検索装置１は、図１に示すように複数の撮影装置（監視カメラ１
１、１２、...、Ｎ）と有線または無線により接続されており、監視システムを形成して
いる。
【００１５】
　＜１．画像検索装置のハードウェア構成＞
　図２は、本実施形態に係る画像検索装置１のハードウェア構成を示す図である。画像検
索装置１は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ Ｕｎｉｔ）１０と、記憶装
置２０と、入力装置３０と、出力装置４０とを備えている。なお、各装置は、互いに通信
可能に構成され、バス等により接続されている。
【００１６】
　ＣＰＵ１０は、画像検索装置１の動作を制御し、記憶装置２０に格納されたプログラム
の実行等を行う。記憶装置２０は、磁気記憶装置、半導体メモリ等のストレージデバイス
であり、ＣＰＵ１０が実施するプログラムや、長時間記憶すべきデータ等を記憶する。本
実施形態では、ＣＰＵ１０が、記憶装置２０に格納されたプログラムを読み出して実行す
ることによって、画像検索装置１における機能及び後述するフローチャートに係る処理が
実現される。
【００１７】
　入力装置３０は、マウス、キーボード、タッチパネルデバイス、ボタン等であり、各種
のユーザ指示を入力する。出力装置４０は、液晶パネル、外部モニタ等であり、各種の情
報を出力する。
【００１８】
　なお、画像検索装置１のハードウェア構成は、上述した構成に限られるものではない。
例えば、画像検索装置１は、各種の装置間で通信を行うためのＩ／Ｏ装置を備えてもよい
。Ｉ／Ｏ装置とは、例えば、メモリーカード、ＵＳＢケーブル等の入出力部、有線、無線
等による送受信部である。また、入力装置３０、出力装置４０は画像検索装置１の外部に
設けられてもよい。
【００１９】
　＜２．画像検索装置の機能ブロック構成＞
　図３は、本実施形態に係る画像検索装置１の機能構成を示す図である。画像検索装置１
の処理及び機能は、図３に示す各部により実現される。
【００２０】
　画像検索装置１は、画像記憶部１００と、検出結果記憶部１１０と、属性記憶部１２０
と、物体検出部２００と、検索対象設定部２１０と、検索対象追跡部２２０と、検索非対
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象設定部２３０と、物体属性抽出部２４０と、識別性能評価部２５０と、重み係数決定部
２６０と、物体検索部２７０とを備えている。
【００２１】
　画像記憶部１００は、被検索対象である複数の監視カメラ１１、１２、...、Ｎにより
撮影された各画像を記憶する。各画像は撮影した監視カメラの種類、撮影時刻等に対応付
けて管理されている。検出結果記憶部１１０は、物体検出部２００による検出結果を記憶
する。属性記憶部１２０は、物体属性抽出部２４０による抽出結果を記憶する。
【００２２】
　物体検出部２００は、画像記憶部１００に記憶されている画像から特定の物体（例えば
、人物）を検出する。検索対象設定部２１０は、画像記憶部１００に記憶されている画像
から検索対象を設定する。検索対象追跡部２２０は、画像記憶部１００に記憶されている
画像から検索対象設定部２１０で設定した検索対象を追跡する。
【００２３】
　検索非対象設定部２３０は、画像記憶部１００に記憶されている画像から検索対象設定
部２１０で設定した検索対象以外の対象を検索非対象として設定する。物体属性抽出部２
４０は、画像記憶部１００に記憶されている画像から複数の物体属性を抽出する。
【００２４】
　識別性能評価部２５０は、物体属性抽出部２４０で抽出した物体属性の統計情報に基づ
いて複数の物体属性の夫々の識別性能を評価する。重み係数決定部２６０は、識別性能評
価部２５０による評価結果に基づいて複数の物体属性の夫々について重み係数を決定する
。
【００２５】
　物体検索部２７０は、重み係数決定部２６０で決定した重み係数と、物体属性抽出部２
４０で抽出した複数の物体属性同士の類似度とを統合した結果に基づいて、検索対象の物
体を検索する。
【００２６】
　なお、上記機能ブロックの構成はあくまでも一例であり、複数の機能ブロックが１つの
機能ブロックを構成するようにしてもよいし、何れかの機能ブロックが更に複数の機能ブ
ロック分かれて構成されてもよい。また、機能ブロックの全てを含める必要はなく、その
一部を含まないように構成してもよい。
【００２７】
　＜３．画像検索装置が実施する処理＞
　以下、図４のフローチャートを参照して、本実施形態に係る画像検索装置１が実施する
処理の手順を説明する。なお、本実施形態の処理を実行するにあたり、検索される対象で
ある画像が予め画像記憶部１００に記憶されているとする。
【００２８】
　[Ｓ４０１：検索対象設定処理]
　まず、検索対象設定部２１０は、画像記憶部１００に記憶されている画像において検索
対象を設定する。画像記憶部１００に記憶されている画像が出力装置４０に表示され、ユ
ーザは入力装置３０によって複数の監視カメラ１１、１２、...、Ｎの夫々の画像から検
索したい対象を部分領域として指定する。検索対象を設定する例を図５に示す。Ｉは検索
対象を含む画像、Ｒはユーザが指定した部分領域、Ｑは検索対象画像である。ユーザが設
定した監視カメラの識別番号、監視カメラ映像中の画像のフレーム番号（撮影時刻と一対
一に対応する）、ユーザが設定した画像中の対象の領域を示す位置座標が記憶装置２０に
記憶される。以下、本実施形態では特定の人物を検索対象として指定した場合について説
明する。なお、検索対象の設定はユーザ操作に基づいて行う以外にも、画像中から任意の
人物を自動的に抽出し、当該抽出された人物を検索対象として設定してもよい。
【００２９】
　[Ｓ４０２：検索対象追跡処理]
　次に、検索対象追跡部２２０は、画像記憶部１００に記憶されている画像から検索対象
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設定部２１０が設定した検索対象を追跡する。まず、Ｓ４０１でユーザが設定した監視カ
メラの識別番号、カメラ映像中の画像のフレーム番号、および画像中の対象の領域を示す
位置座標に基づいて、画像記憶部１００に記憶されている画像データから、検索対象の画
像データを取得する。次に、取得した検索対象の画像データを使用して、監視カメラ映像
の時系列に連続する画像から対象の追跡処理を行い、順次、画像中の対象の領域を示す位
置座標を求める。例えば、映像中の物体の追跡処理としては、非特許文献１に示す方法を
用いることができる。この方法では、画像データから夫々色ヒストグラム特徴を抽出して
パーティクルフィルタによってフレーム間で対象の位置を対応付ける。なお、追跡処理は
この方法に限らず、他の方法を用いてもよい。
【００３０】
　[Ｓ４０３：検索非対象設定処理]
　次に、検索非対象設定部２３０は、画像記憶部１００に記憶されている画像において検
索対象設定部２１０が設定した検索対象以外の対象を検索非対象として設定する。まず、
Ｓ４０１でユーザが設定したカメラの識別番号、カメラ映像中の画像のフレーム番号に基
づいて、撮影時刻が略一致する別の監視カメラの画像を画像記憶部１００から取得する。
そして、取得した画像データから物体検出部２００が人物領域を検出し、検出した人物領
域を示す位置座標を画像データのフレーム番号と対応付けて検出結果記憶部１１０に記憶
する。ここで、物体検出部２００で行う人物検出処理としては、例えば、非特許文献２に
示す方法を用いることができる。この方法では、画像データから勾配方向ヒストグラム特
徴（Ｈｉｓｔｏｇｒａｍｓ ｏｆ Ｏｒｉｅｎｔｅｄ Ｇｒａｄｉｅｎｔｓ）を抽出してサ
ポートベクターマシンを用いて画像中から切り出した部分領域が人物かどうかを識別する
。なお、人物検出処理はこの方法に限らず、他の方法を用いてもよい。ここで検出した人
物領域は、ユーザが設定した監視カメラとは別の監視カメラから取得した人物領域であり
、撮影時刻が略一致するので、検索対象の人物とは別人物として扱うことができる。した
がって、本ステップで検出した人物の物体領域を検索非対象として設定する。
【００３１】
　[Ｓ４０４：属性抽出処理]
　次に、物体属性抽出部２４０は、画像記憶部１００に記憶されている画像と、検出結果
記憶部１１０に記憶されている人物領域を示す位置座標とに基づいて、複数の物体属性を
抽出する。本実施形態では人物を検索対象としているので、ここでは人物に関わる複数の
属性として、年代および性別属性、頭部の色、服装の色、顔および体型の幾何的特徴を取
得する。年代および性別属性は顔画像から抽出した特徴量から夫々年代、性別を統計的確
率モデルに基づいて推定する。年代は１０歳未満、１０代、２０～３０代、４０～５０代
、６０代以上の各年代のうち最も確からしい年代を推定する。性別は男性らしいか女性ら
しいかの度合いを推定する。頭部の色は髪の毛の種別または被っている帽子等を表す。ま
た、服装の色は上半身、下半身別に色特徴を抽出する。顔、体型の幾何的特徴は夫々顔の
輪郭を楕円近似したときの離心率、全身の輪郭を楕円近似したときの離心率で表す。これ
らの属性を人物領域毎に抽出し、Ｓ４０１で設定した検索対象およびＳ４０２で追跡して
取得した検索対象と、Ｓ４０３で設定した検索非対象とに分けて属性記憶部１２０に記憶
する。なお、抽出する属性はここに挙げたものに限定されるものではなく、検索対象とす
る物体（本実施形態では人物）を分類するための特徴であれば他の属性を使用してもよい
。例えば、画像から得られる特徴だけではなく、映像から音声データが得られるならば、
音の高低に基づく特徴であってもよい。
【００３２】
　[Ｓ４０５：識別性能評価処理]
　次に、識別性能評価部２５０は、物体属性抽出部２４０で抽出し、属性記憶部１２０に
記憶された物体属性の統計情報に基づいて、複数の物体属性の夫々の識別性能を評価する
。例えば、顔の年代属性を評価する場合について、以下説明する。検索対象のＮｙ個の領
域の画像データｙｉから得た属性値をａ_ｙｉ（ｙｉ＝１，２，...，Ｎｙ）、検索非対象
のＮｎ個の領域の画像データｎｉから得た属性値をＡ_ｎｉ（ｎｉ＝１，２，...，Ｎｎ）
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とする。ここで、これらの属性値をＮ個の階級ｃ１，ｃ２，...，ｃＮに分けて検索対象
、および、検索非対象夫々についてヒストグラムを求める。図６（ａ）、図６（ｂ）に求
めたヒストグラムの例を示す。図中、白のバー、黒のバーが夫々検索対象および検索非対
象の頻度を表す。次に、白のバーと黒のバーの統計分布がどれだけ離れているかを用いて
物体属性の識別性能を評価する。図６（ａ）に示すように、検索対象と検索非対象との年
代属性の各平均値を比較し、検索対象（白のバー）の平均値の方が検索非対象（黒のバー
）の平均値よりも大きい場合には、例えば、検索対象（白のバー）の年代属性の平均値（
図６（ａ）の破線Ｉ）より小さい属性値を持つ検索非対象の個数Ｎｓをヒストグラムより
求める。Ｎｓは検索非対象のうち検索対象の年代属性の平均値に基づいて分離できる数を
表しているので、分離度Ｓを式（１）のように定義する。
【００３３】
【数１】

【００３４】
　例えば、図６（ｂ）に示すように検索対象と検索非対象の年代属性が分布する場合には
、分離度Ｓは小さくなる。すなわち、「図６（ａ）の例での分離度Ｓ＞図６（ｂ）の例で
の分離度Ｓ」であり、図６（ａ）の物体属性の方が図６（ｂ）の物体属性よりも識別性能
が良好であるといえる。分離度Ｓが大きいほど、検索対象の人物を検索非対象の人物と差
別化された、検索対象の人物に特徴的な物体属性である。なお、分離度Ｓを求める際に、
検索対象の年代属性の平均値を基準に検索非対象の個数を求めるようにしたが、例えば平
均値にある一定の比を掛けた値、あるいは、平均値と分散値の両方の値を使って基準値を
決めるようにしてもよい。
【００３５】
　同様に、物体属性抽出部２４０で抽出した他の物体属性についても分離度を用いて識別
性能の評価を行う。本実施形態では、検索対象と検索非対象の識別性能の評価を夫々のヒ
ストグラムを求めて分離度を導出する例を説明した。この他に、年代属性の各階級の階級
値を用いてフィッシャーの線形判別法で用いるような検索対象と検索非対象の夫々のクラ
ス平均値と検索対象、および、検索非対象の属性値のクラス内分散を用いて分離度を評価
するようにしてもよい。また、本実施形態では検索対象の平均値より小さい属性値を持つ
検索非対象の個数Ｎｓをヒストグラムより求めたが、逆に検索対象の平均値より大きい属
性値を持つ検索非対象の個数Ｎｓを求めてもよい。その場合、分離度Ｓを、Ｓ＝（Ｎｎ－
Ｎｓ）／Ｎｎとして定義してもよい。その他、統計分布のばらつき度合を評価できれば何
れの方法を用いてもよい。
【００３６】
　[Ｓ４０６：重み係数決定処理]
　次に、重み係数決定部２６０は、識別性能評価部２５０による評価結果に基づいて複数
の物体属性の夫々について重み係数を決定する。最も簡単な方法は物体属性毎に求めた夫
々の分離度をそのまま各物体属性の重み係数として適用する方法である。この他、フィッ
シャーの線形判別法で重み係数を求める方法、Ｓ４０５で求めた各物体属性の分離度の大
小関係を満たす範囲内で適当な重み係数の組を複数候補設定して最適な重み係数の組を選
択する方法、等が適用できる。すなわち、識別性能評価部２５０により求めた分離度が大
きい物体属性ほど大きい重み係数を割り当てるように決定すればよい。分離度が大きい物
体属性ほど識別性能が高いので、重み係数を大きくする。
【００３７】
　[Ｓ４０７：物体検索処理]
　次に、物体検索部２７０は、重み係数決定部２６０で決定した重み係数と、物体属性抽
出部２４０で抽出した複数の物体属性の類似度とを統合した結果（統合類似度）に基づい
て、検索対象の物体を検索する。ここで、検索範囲、すなわち、検索対象の監視カメラ映
像および各監視カメラ映像中の検索対象とする画像のフレーム番号は予め設定されている
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ものとする。物体検索部２７０は、まず、この検索範囲から画像記憶部１００に記憶され
ている画像データを取得する。そして、取得した画像データから物体検出部２００は人物
領域を検出し、検出した人物領域を示す位置座標を画像データのフレーム番号と対応付け
て検出結果記憶部１１０に記憶する。そして、物体属性抽出部２４０は、画像記憶部１０
０に記憶されている画像と検出結果記憶部１１０に記憶されている人物領域を示す位置座
標から複数の物体属性を抽出する。すなわち、人物領域毎に年代および性別属性、頭部の
色、服装の色、顔および体型の幾何的特徴を取得する。取得した属性は属性記憶部１２０
に記憶する。そして、物体検索部２７０は、物体検出部２００で検出した人物領域毎に、
物体属性抽出部２４０で抽出した複数の物体属性と、Ｓ４０１でユーザが設定した検索対
象の物体属性との類似度を求める。ここで、一つの人物領域における属性Ａｋの物体属性
をａｋ、ユーザが設定した検索対象の物体属性をａｋ_ｑとすると、属性Ａｋの類似度ｓ
ｋは式（２）のように表すことができる。
【００３８】
【数２】

【００３９】
　但し、ｓｉｍ（ａ，ｂ）は２つの値ａ，ｂの類似度を表す関数であり、例えば、（ａ－
ｂ）２として計算することができる。同様に、複数の物体属性Ａｋ（ｋ＝１，２，...，
Ｎａ；但し、Ｎａは物体属性の数）に対してそれぞれ類似度を求める。そして、求めた属
性の類似度を重み係数決定部２６０で決定した重み係数によって統合した統合類似度ｓを
式（３）のように求める。但し、ｗｋは物体属性Ａｋに対する重み係数である。
【００４０】
【数３】

【００４１】
　統合類似度ｓは、複数の撮影装置の各映像から新たに抽出された検索対象の複数の物体
属性と、予め抽出された検索対象の複数の物体属性との各類似度と、対応する重み係数の
それぞれとの積の総和である。ただし、積の総和に限定されるものではなく、他の統合類
似度を導出してもよい。例えば、重み係数が所定値以上の物体属性のみを使用する構成に
してもよい。その場合、より演算時間を短縮することができる。
【００４２】
　物体検索部２７０は、求めた人物領域毎の統合類似度をソートし、大きい順に出力装置
４０に表示することにより物体検索を実施する。以上説明したＳ４０１～Ｓ４０７の各ス
テップの処理によって、複数の監視カメラの映像から特定の物体を検索する画像検索装置
において、監視システム全体の状況を考慮した効率のよい検索が実現される。
【００４３】
　なお、Ｓ４０７で出力装置４０に表示した検索結果をユーザが見て、検索対象と検索非
対象とを特定することができる。ユーザがこの結果を入力装置３０を介して、検索対象お
よび検索非対象としてさらに設定し、本実施形態のＳ４０１～Ｓ４０７の各処理に繰り返
し反映することにより、より高精度の検索を実現することができる。
【００４４】
　以上説明したように、本実施形態では、複数の物体属性を使用して検索を行う画像検索
装置において、検索対象と検索対象以外の検索非対象とを設定し、複数の撮影装置の少な
くとも一つにより撮影された一以上の画像から、検索対象である物体領域および検索非対
象である物体領域の複数の物体属性をそれぞれ抽出し、複数の物体属性の夫々において物
体属性の統計情報を求めて識別性能を評価する。そして、識別性能が良好な物体特性の重
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みを高く設定して、物体検索に反映させる。これにより、監視システム全体の状況を考慮
した効率のよい検索が実現できる。
【００４５】
　また、撮影時刻が略一致する検索対象を設定した監視カメラ以外の映像から検索対象以
外の検索非対象を設定するようにしたので、検索の元になる物体属性の識別性能を精度よ
く評価することができる。本発明は、ショッピングセンター、空港など、監視エリア内に
おいて人物の分布が短時間では比較的変化しないような範囲での人物の検索に有効である
。
【００４６】
　（その他の実施形態）
　また、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実
施形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶媒体
を介してシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（または
ＣＰＵやＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。

【図１】

【図２】

【図３】
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